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おもに局所平衡から大きくずれた状態にある流体の理論的研究を行っています。

運動論方程式に基づくメゾスコピックな立場から流体中に起こる様々な現象を深く
理解し、従来の概念だけでは手が届かなかった流体力学、気体力学の新しい適用
の場を開拓することを目指しています。

最近の研究から．．．

 日本航空宇宙学会関西支部分科会「非平衡流体への運動学的アプローチ」主催

Van der Waals流体の相分離現象の
分子運動論的解析
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の変化が加わると
…

線形安定性に関する中立曲線

Van der Waalsの状態方程式

運動論モデルから回復・導出

：それぞれ短距離分子間引力効果，体積排除効
果を表す正のパラメータ

運動論モデルによるシミュレーション

不安定化 安定化

case C case B2

不安定領域

安定領域

時間に関して単調減少する量の同定

希薄気体に対する相反定理の
確立とその応用

応用例：ラジオメータ効果の研究
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radiometric force

hot cold

uniform flow

滑らかな剛体のまわりを占める弱希薄気体中を伝わる音波

気体

実線：数値解，破線：第0近似，
1点鎖線:第1近似，2点鎖線：第2近似

実線：数値解，破線：第2近似，
長破線:対策解I，点線：対策解II 第0近似，第1近似
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